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・下半期人事考課：4/3まで

病棟事業リーダー報告：3/31まで

受け持ち患者下半期評価：3/31まで

引継ぎ用患者情報シート：3/31まで
転倒・転落リスク看護計画作成：3/31まで
・診察室内に介護用品カタログを封筒に入れて置いておきますので、各自回覧行い、今後西病棟に導入して欲しい・した方が良いと思う商品の所に付箋を貼って頂きたいです。
・病棟で食事される方が増えてきた為食事摂取の際は見守り行い、誤嚥・窒息事故予防に努めて下さい。
・月～金でリハビリプログラムを実施していますが、ホールへの誘導に時間がかかっています。リハプロ担当者だけでなくあいているスタッフで10:45頃からホールへの誘導、声掛けをしていきましょう。

・転倒・転落リスクのある患者様の看護計画について、各スタッフは受け持ち患者の評価をし、必要となる患者様全員に看護計画を作成・追加するようお願いします。
転倒転落アセスメントスコアシートでは

　　

0～7点⇒危険度Ⅰ　・・・身体損傷・転倒転落の可能性がある




8～16点⇒危険度Ⅱ　・・・身体損傷・転倒転落の危険性がある




17点以上⇒危険度Ⅲ　・・・身体損傷・転倒転落をよく起こす

上記の分類となっていますが、

危険度Ⅱ以上の患者様は作成。
内容を見ると危険度Ⅰの場合で、点数は満たして

いなくても転倒の既往や、転倒リスクが高い場合も

ありますのでその場合も作成しましょう。
・服薬モジュールスキャン未の方は早急に実施してください。
＜患者様連絡事項＞
・沢田　秋子様～不安時ロラゼパム（0.5）20回分処方あり。
・川原　サエ子様～ハップスター1P処方あり。
・本田　未来様～青山荘の見学について担当スタッフより御家族に見学には付き添わなくて良い事伝える為架電しました。了承頂いています。
・妻神　広美様～持参薬のセレスタミン配合錠中止となっていますが、身体の掻痒感を訴え再度服用希望聞かれています。週明け主治医に確認していく事としています。
・播摩　克子様～チモロール点眼薬使い切ってしまった為長女様へ代理受診して頂いており、コソプト配合点眼液処方となっている。
・

＜要注目患者様ケース検討＞
・妻神　広美様～身体の掻痒感あり、以前中止した持参薬（セレスタミン）の服用再開希望があります。週明け主治医へ確認する事とし了承されていました。
持参薬服用再開について主治医より許可があった事お伝えしているが、現在身体の掻痒感消失している事と副作用が気になる為、診察後に再度服薬再開するか主治医と検討したいと話されている。

買い物に関しての確認がありますが、不満言動や不機嫌さ無く経過されています。病棟移動に関しては週明けに検討していきましょう。
・若沢　理子様～昨日準夜帯でスタッフが他患者様対応中に、詰所裏口から詰所内へ侵入し冷蔵庫の中の他患者様の飲み物を盗っていくことあり。介入に対しては不機嫌さ無く経過されています。本日9：05火災報知器を鳴らしている。幻聴に左右された行動であった様子。聞き取り最中終始穏やかに受け答えしている。9：45不穏時リスパダール内用液服用し、以後は落ち着いています。精神状態の変動に注意して観察していきましょう。
・西川　和恵様～リハビリパンツ要求頻回さありますが、不穏さは無く経過されています。所在確認は引き続き行っていきましょう。
・成田　賀江様～昨日転倒されたと本人様よりお話あるが、疼痛時の服用希望はなく、歩行時も問題はありません。引き継ぎADLの変化に注意し観察していきましょう。

＜小柳Dr.患者様診察情報＞

・加藤　進様～診察中、「父親が2、3日前に倒れたって聞いた。」「いつ出れるのかが気になる。」等の訴えがあり、上記の話を誰に聞いたのかと問われると「女房だった、かな？」と曖昧な返答であった。主治医の説明には素直に了解されており、終始穏やかな様子である。主治医からは本人の訴えが頻回になり、落ち着かない場合にはIFオーダーの使用も適宜行ってよいとの許可を頂いている。定期薬処方変更無し。
・船渡　幸男様～診察時、最近の様子を問われ、病棟では変わりなく生活出来ていると本人より返答がある。先日見学に行ってきた北病棟の印象について聞かれると「西病棟とは違う感じでした。」とざっくりとした返答をされている。居室移動についても「慣れてきました。」と話されている。定期薬処方変更無し。ロナセンテープも同内容で7日分処方。
・西川　和恵様～診察時、「眠れないです。」と睡眠について話す様子がある。主治医より眠れるように薬剤調整を行う事を説明され、了承して診察終了している。定期薬処方変更無し。臨時薬は本日就床前よりユーロジン2mg　0.5錠が追加、他同内容で処方となっている（ビペリデンは3/28迄、ユーロジンは3/26迄処方）。
・松川　順子様～診察時、「何度か不調があって辛かった。」「眠れなくて不眠時の薬を飲んだ事もあった。」と本人から自身の状態について主治医へ伝えている。主治医から自律神経の問題が大きい為、生活リズムを整えていくように、と助言を受け、了承されている。定期薬処方変更無し。
・田端　榮作様～診察時、特に病棟では変わりなく生活出来ていると話されている。オンライン面会の日程について主治医からも確認している。オンライン面会時には御家族と今後の事について話し合うようにと主治医より伝えられ、本人了承している。本人としてやはり自宅へ退院したい、今月中に退院したいという思いがある模様だが、御家族を説得する必要がある事、退院先が見つからない事には退院許可を出す事が出来ない事を改めて主治医より説明を受け、了承されている。主治医としては本人が退院できる状態にあると判断しており、3/23面談終了後に御家族へお伝えしてみるとの事。定期薬処方変更無し。

★3/23オンライン面会終了後、主治医へ連絡し、御家族へ説明をして頂く。
＜菅野Dr.患者様診察情報＞

・中居　松男様～診察時、「青山荘。」と第一声本人より訴えがあった。主治医の問いには頷いて反応を示しており、終始穏やかであった。定期薬処方変更無し。
・續石　啓介様～診察時、主治医の問いに穏やかに返答されている。下剤を除剤していた事については食事を摂らない日もあった為、内服して下痢になる可能性を考えて除剤対応してもらったと話されている。明日の外出についても本人から主治医へ確認しており、許可となり、外出申請・許可も済んでいる。診察後、明日の外出時間について本人へ確認し、9：00～15：00との事。本人へ時間確認後に姉のまなみ様へ連絡し、外出許可下りた事を伝え、終話している。
・田村　真紀子様～診察時、問題行動について主治医より問われると「すみませんでした。」とにやつきながら謝罪し、「抑えられるように頑張ります。」と返答している。問題行動が続くようであれば東病棟への移動も検討しなければいけなくなると主治医より説明あり、本人了承している。3/22血中濃度（バルプロ酸Ｎａ、炭酸リチウム）の採血指示あり。臨時薬として処方となっていたトリヘキシフェニジル塩酸塩錠4mg、炭酸リチウム錠400mgは3/22～定期薬へ追加、他同内容で処方となっている。
・播磨　克子様～診察時、特に精神症状は変わりなく、食事も摂取出来ていると返答している。本人より臀部に発赤があるとの情報あり、明日皮膚科診察が無い為、主治医に確認して頂いている。アズノール軟膏塗布の指示あり、同薬1本処方となる。臨時薬処方変更無し。
・中村　和夫様～診察時、主治医の問いには終始落ち着いて返答されており、調子は大丈夫との事。PSWや姉様と相談しながら退院支援を進めていくと説明を受け、了承している。PSWへ連絡し、退院先についての検討を行うようにとの指示あり。
・中居　敬悦様～診察時、主治医からの問いに終始穏やかに返答されており、苛々感も無いとの事。定期薬処方変更無し。
・宮崎　博孝様～診察時、終始穏やかな様子で主治医の問いに返答されている。臨時薬は3/28迄は同内容で7日分、3/29～はデエビゴ5mg→2.5mgへ減量、他同内容で7日分処方。又、ハップスターを2袋追加処方、目がしばしばするとの訴えがあった事も情報提供しており、ヒアルロン酸Ｎａ点眼液1本処方して頂いている。
＜退院支援状況確認＞

・鈴木　知子様～GH「ほぞの」2号館や青明舎の上にあるGHについて検討中。その一方で青山荘の入居は拒否をしており、拒否の理由の一つとしては坂道を登るのが嫌だとも話していたようであるとのこと。個別でシャワーに入れる所を希望しているとの事。
・本田　未来様～施設入所検討中。3/30青山荘の見学を実施していく予定としています。
・大久保　恵様～施設体験利用実施後退院調整する事としています。障害者支援施設　東幸園の体験利用について調整していましたが、施設側でコロナ発生により延期となっています。再開の目途が立ったら連絡を頂く事となっています。

・西川　和恵様～いちい寮へ情報提供書を送っています。今後、体験利用等の調整を行っていく事となっています。

・船田　泰子様～ワーカーへ依頼しケアマネをつけて頂く事としている。ケアマネ選定後、成年後見支援センターとケアマネで成年後見制度の利用申し込みを進めて頂く事になっていたが、それぞれの本人の担当者が不在の状況となっており、確認しながら進めて頂く必要がある。成年後見制度が利用できない場合には金銭管理のサポートを受ける必要がある。（R4.9頃までこのような進みであったが、現在は主治医より、成年後見制度を利用せずに保証会社等と契約し、施設の保証人になってもらう方向で進めたら良いのでは？と方向性の修正ある。

・山崎　勝美様～転院予定。現在みちのく記念病院へ診療情報提供書はFAX済で返答待ちの状態。
